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 ９月は中学生の職場体験学習がさかんに実施される時期です。今回は域内の家庭教育応援企業で実施された職

場体験学習の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津工場 

 

 

 

 

９／６【大橋工務店さん】 

 

 

 

 

 

 

  

お客様に提案する外装・内装の配色を考えます 

９／６【姫川さん】            

 

 

 

 

 

 

 

                     

  

田島の水は酸性だから魚に合うようにするには… 

     

９／７【田島ホームさん】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者のみなさんと笑顔でコミュニケーション 

「まずは、工務店を選んでくれたことがうれしいですね。」 

代表取締役の大橋祐一さんは、子供たちへの指導の合間に

笑顔で答えてくださいました。「うちは体験重視で、２日の間

に、現場でしか見られない、味わえないことを体験してもら

って、まずはこの仕事に興味を持ってもらいたいと思ってい

ます。品質の管理やチームワークなんかは、どの仕事でも大

切になりますよね。それを感じてほしくて、できるだけ現場

に連れていくことにしています。」 

田島中学校の星さんは「作業もデザインも楽しかった。」、

丸山さんは「資材の確認作業とか、仕事の裏側を見られてよ

かった。」と、２日間の体験学習に大満足の様子でした。 

「親や先生ではない人から声をかけてもらえる貴重な機会

ですよね。」熱帯魚店【姫川】の猪股さんは、職場体験の意義

について話してくださいました。「いらっしゃったお客さんに

声をかけたりかけてもらったりできるのが個人商店のよさだ

と思っています。お客さんとやりとりのあるお店は減ってき

ていますよね。ここでの体験で学んだことを生かして、ぜひ

お家でお手伝いに励んでもらえたらとも思っています。お手

伝いは、『だれかのため』だけでなく、いつか必ず『自分のた

め』にもなりますから。」 

田島中学校の星さんと渡部さんは、「これからも、家の手伝

いと大好きな釣りを続けていきます。」と、意気込みを語って

くれました。 

「少しでも福祉の魅力を伝えられたらうれしいです。」指導

を担当された田島ホームの室井さんは、体験学習に寄せる思

いを話してくださいました。「コロナで、ホームのイベントや

小中学校との交流がなくなってしまいました。核家族化で、

最近は、お年寄りとの接点がない子の方が多いかもしれませ

ん。２日間、福祉の仕事を体験する中で、『だれかのために』

という気持ちの大切さを感じてもらえたらと思っています。」 

田島中学校の益子さんは、「働くのはたいへんだと思いまし

た。」と感想を教えてくれました。荒海中学校の山田さんは、

「人との関わりの中でたくさんのことを学びたいです。」と体

験学習への期待を語ってくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、日程の都合上、すべての事業所様を取材することはできませんでした。職場体験を受け入れた事業所様

で、その際の情報（活動の様子を収めた写真等）がございましたら、南会津教育事務所総務社会教育課まで、ぜ

ひご連絡ください。 

また、職場体験での取材の中で、姫川さんからうかがったお話をもとにクイズを出題しましたが、各事業所な

らではの話題があれば、ぜひ教えてください。お待ちしています。 

送信先 sanbe_masaru_01@pref.fukushima.lg.jp 

９／７【渡部書店さん】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配達も仕分けも大切なお仕事！ 

 

     ９／８【住田光学ガラスさん】       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このプラスチックファイバーがあれに変身します！ 

 

９／１５【会津工場さん】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの作業にも真剣な表情で臨んでいます 

お客様や業者さんとの関わり（コミュニケーション）を学

ぶことも体験の一つです。渡部さんは「必ず配達や電話によ

る注文を体験してもらい、“他者との関わり”について考え

てもらうようにしています。反対に生徒から学ぶことも…。

また、好きな本の紹介“ポップ”を作ってもらいましたが、

みんな上手で驚きました。ササッと作ってしまうんです。」

と話してくださいました。 

 いつも目にしている本屋さんの姿とはちがった面に触れ、

「意外と力仕事で２倍疲れました。」と、体験した荒海中学

校の渡部さんは話してくれました。これからも本と関わって

いきたいそうです。 

「どこに就職するとしても、工夫しながら作業する意識を

持った人になってほしいですね。」２人を見守りながら、指導

を担当する山内さんが思いを語ってくれました。 

また、職場体験の受け入れに携わってきた横田さんは、「ど

の工程がおろそかになっても、質のよい製品は作れません。

中学生には、毎年、『どれも大切な仕事なんだよ』と伝えてい

ます。」と、これまで指導で心がけてきたことを教えてくださ

いました。 

只見中学校の河原田さんは「体を使う仕事だから、けっこ

う大変でした。もっと体力をつけなきゃと思いました。」、梁

取さんは「仕事って大変だなと思いました。職場体験で親の

苦労がよくわかりました。」と、感想を聞かせてくれました。 

 総務の猪股さんからは「ものづくりの楽しさや大変さを味

わう！体験重視で毎回実施しています。機会があれば出前授

業なども考えているところです。どのような形であれ、地域

貢献に努めていきたいと思います。」とお話しいただきまし

た。また体験を指導していただいた星さんからは「今日体験

してもらっている作業は２～３ヶ月の訓練を経て身に付くも

のなんです。」と話してくださいました。ものづくりにおける

技術の習得は一朝一夕ではないことがよくわかりました。 

 体験した荒海中学校の君島さんは、積極的に質問をしなが

ら作業に取り組みました。「ものづくりが好きです。将来やっ

てみたいです。」と元気に答えてくれました。 

☕  姫川さんからのクイズ ☕ 

Ｑ１ 新潟県中越地震の１週間前から水槽で暴れ出した熱帯魚は何でしょう？ 

① シルバーアロワナ     ② レッドテールキャット     ③ オランダシシガシラ 

クイズの答え ② アマゾン原産のナマズです。水槽から飛び出すほど暴れ続けたたそうです。 


